



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（Liberation Tigers of Tamil Eelam）が結集され、タミル人の独立のための武力
闘争がその後23年間続きます。最終的にはLTTEは全滅させられてしまうのですが、
タミル人が多く、戦闘が多かったスリランカ北部一帯から国内避難民として逃げて
きた人たちに対して私たちは食料援助をしました。食料援助といっても国連が米な
ど主食を提供してくれたので、私たちはスリランカでもよく食べるカレーのスパイ
スやタマネギ、ニンニクなどを配りました。
　避難民キャンプの支援が終わった後は住民の再統合支援として職業訓練校を作っ
てタミル人の支援を行いました。
　スリランカ内戦の場合、タミル人は人口が少なかったので子どもたちを根こそぎ
兵士に仕立て、少年少女兵がたくさんいたのです。その子たちをちゃんと教育し、
社会復帰をさせなければ再び紛争の原因
になりかねないということで、左官と大
工の国家資格を取る職業訓練を始めたの
です。
　その際、大事なのは、地域の住民にも
入ってもらいプログラムを理解してもら
うことで反発を防ぐということなので
す。外部者が支援に入るとき「なんでこ
んな仕事をするんだ、なんでこんな人た
ちを選ぶんだ、えこひいきじゃないか」
と思われたりするので、それを避けるた 地図９　スリランカ
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めに住民説明会を開いて「私たちはこんな人たちとこんなことをしますよ」と話し
てから始めるんですね。さらに元兵士だった若者たちにもそういう説明をし、さま
ざまなカウンセリングをして職業訓練を行いました。
　訓練を受けていたある元少女兵は、昔ネックレスの中に青酸カリをぶら下げてい
たそうです。もし政府軍に捕らえられて拷問されたりとか、レイプされることがあっ
たらその前に死ねということで青酸カリを持たされていたわけです。そういうこと
もあって、この少女たちの表情や雰囲気が暗いんです。影があって、やっぱりなん
かあったんだなということがわかるんですね。そういう若者たちが職業訓練の最終
的な仕上げの実地訓練として地元に小学校を建設しました。20歳前後の若者たちが、
半年の職業訓練で本当に建ててすごいなと思いました。最後の引渡式は、少年兵・
少女兵として戦った若者たちがコミュニティに貢献するというかたちで社会復帰す
る、すごく象徴的な素敵なセレモニーでした。
　ちなみに国家試験は全員が合格しました。この試験に合格すると単なる土木作業
員ではなく、現場監督の資格が得られるので、タミル人だとかシンハラ人だとかの
差別がなく、資格を活かしてスリランカ中の建築現場で現場監督して働けるため、
すごく需要がある資格です。その内２人は中東に出稼ぎにいきました。
ウクライナ内戦国内避難民問題（2018年）
　次はウクライナになります。去年、ウクライナに社会統合のセミナー講師として
行きました。ウクライナは2014年から内戦が起きています。それがドンバス地方と
いわれるロシアとの国境地帯にある東部に、かなりの人数のロシア人、ロシア系住
人がいます。ドネツ炭田というのを聞いたことはありませんか。昔、巨大なコンビ
ナートがあって、一大工業地帯になっていたのです。中学の時に、地理でドネツ炭
田、コンビナートというのが記憶にあって、現地へ行ったときにそのことを聞いた
ら、「今は何も無いよ」と言われました。何が起きたかというと、ソ連が崩壊して
各共和国に分かれた時に、ロシアが全部持って帰ってしまったというんですね。昔、
戦争で日本が負けたときに、それまで日本領土だった朝鮮半島や満州でも、ソ連と
か中国が全部持っていったというのと同じようなことが起きました。ロシア人って
根こそぎ持っていくのが伝統なのだなというのを感じました。　
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　独立したい、ロシアと併合したいとい
う人たちがいて、ウクライナ領土のクリ
ミア半島は、結局2014年にロシアに強制
的に併合されてしまいました。この紛争
で、人口約5,000万人のうち180万人が国
内避難民としてウクライナ西部に入って
いきました。
　ウクライナは最近大統領選挙があって
コメディアンの人が大統領になりました
が、そもそもなぜ内戦が起きたかとい
うと、前々大統領がEUに入るか否かで
錯綜してしまったんですね。議会では
準EUとして加盟することになっていて、
その準備をしていました。しかし、おそらくロシアのプーティン大統領の差し金だ
と思いますが、当時の大統領が突然、準EU加盟を止めると宣言してしまいました。
そのため政府が混乱して反政府デモとかも起きて、そのとき彼は亡命してロシアに
逃げちゃうんですね。それで内戦になって、ロシアとの国境地域は戦闘が特に酷かっ
たようです。
　地図を見ていただければわかるとおり、実はウクライナはヨーロッパでは一番国
土の大きな国です。海外領を含めると実質的な面積ではフランスが大きいのですが、
単一の領土としてはウクライナが一番大きいんですね。もしウクライナも西側、特
にNATOに入ってしまうと、ロシアにすれば剣を喉元に突き付けられた状態にな
るという意味で、非常に危機感を感じたのでしょう。ポーランドもNATOに入っ
てしまった、さらにウクライナも西側になってしまうと、ロシアとしては戦略的に
非常に困ってしまうわけです。
　国際政治的には緩衝地帯としてウクライナはどこにも属さないのは仕方ないとい
うふうに思っていて、西側はちょっとやり過ぎたのかなと思います。
　私が社会統合についてのセミナーを行ったウクライナの国境地帯の町ではロシア
側から毎日のように砲撃されているということです。国境を超えてロケットや砲弾
地図10　ウクライナ
（点線部は東部のドンパス地方）
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が飛んできて、学校など建物が破壊されていると言っていました。セミナーでは、
たくさんの国内避難民が東側、首都キエフを中心に来ているので、平和に一緒に暮
らせるようにするにはどうしたらいいかというようなことを発表し、皆で話し合っ
たりしたりしました。
ロヒンギャ難民支援（2018年）
　先々週までロヒンギャ難民支援に行っ
ていたんですけど、今また大きな問題に
なっています。ロヒンギャがいるエリア
はもともとミャンマーのラカイン州とい
うところです。ラカイン州にあるシット
ウェという港町は、中国が一帯一路の港
として借り上げようと、現在、港湾開発
をしています。なんでそうするかという
と、中国はマラッカ海峡を通らないと上
海とかの沿岸部の工業地帯に地下資源、
石油を輸入することができないんです
ね。だからもし、アメリカ軍だとかその
同盟国がマラッカ海峡を封鎖してしまっ
たら、中国は干上がってしまう。そのため、中国はミャンマーの港湾都市シットウェ
を長期に借りて港湾開発をし、パイプラインと鉄道を引こうという計画を進めてい
ます。そこに、ロヒンギャの人たちが住んでいたので邪魔になったのです。だから、
彼らをどかして中国の資本を使って経済開発をしたいというミャンマー政府と資源
ルートの確保がしたい中国政府の思惑が一致して、それで中国の後押しを受けてロ
ヒンギャの人たちを追放したと言われています。ロヒンギャ難民のキャンプがある
地域は那覇市の３分の１くらいの本当に小さなエリアなんですが、ここに約90万も
の人たちが住んでいます。数日前にも報道されていましたが、今はものすごい雨季
の真最中で大雨が降って、彼らの住んでいるビニールシートで作った家なんかは水
浸しになってしまっているので、リロケーションといって難民をどこかに移そうか
地図11　ミャンマー南西部のラカイン州 
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ということになっています。
　私どもは国境を越えているので「難民」と言っていますが、日本の外務省とかは、
ミャンマー政府に遠慮して、難民とはいわずに「避難民」といっています。ミャンマー
政府は彼らを国民と認めておらず「不法滞在者」と言っています。もとから国籍が
無いのだから難民じゃないという、すごいレトリックですが、それを日本政府も言っ
てしまっている。結局、ミャンマーでの経済進出というのに絡めてすごく遠慮して
いて良くないと思います。しかも、バングラデシュも難民といってくれない、呼ん
でくれるなと言っています。バングラデシュ政府も「強制的に移動させられたロヒ
ンギャの人々」というふうに言ってくれと言うんです。バングラデシュはバングラ
デシュ政府で、実は、難民条約に加盟していないのですが、国際社会にもミャンマー
政府にもいい顔をしたいという思惑があります。怖いことにASEANで難民条約に
加盟しているのはカンボジアだけです。なぜカンボジアしか入っていないのかとい
うと、実はカンボジアはかつてUNTAC、明石康国連事務次長が国連代表として、
カンボジア暫定統治機構にいた時に様々な国際条約に加盟しました。それがあって
カンボジアは難民条約に加盟しているけれども、ASEANの他の国は全然入ってい
ない。だから難民たちを不当に扱っても、というのは語弊がありますが、そもそも
条約に加盟していないので支援をしなくてもそんなに非難されないという実状があ
ります。
紛争から平和へ：街づくり、人づくり
　これまで、いろんな紛争を経験し、紛争地域へ行って援助活動を行ってきた中で、
一番感じたのは、最も被害を受けているのは市民であり、女性、子どもだったとい
うことですね。
　それと同時に不満を持つのも被災者であり難民、避難民となった市民なんですね。
その不満が、時に「戦争した方が良い」といった過激な思想になったりする。これ
まで各地でそうなってしまったことを見聞きしていくうちに、そうならないような
人づくりやまちづくりが本当に重要なんだということに気が付かされました。紛争
を選んだり戦争することを選ぶのは国の指導者や政治家ではありますが、その支持
をするのが市民であることを考えると、民主国家の場合は紛争や戦争を選択するの
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は市民でもあると思います。つまり、指導者が「戦争しなきゃだめだ」「戦争しか
解決施策がない」といったら、それに対して住民が「そうだよ、そうだよ」となら
ないようにしなくちゃいけないわけです。われわれ市民がそういった気持ちになら
ないためには、やはり多くの人々がつながってまちづくり、人づくりが重要という
ことになるんじゃないかと思います。
　私は2015年にイタリア人の妻と沖縄に移住しました。それまでミャンマーで暮ら
していたんですけども、これまでもシンガポールとかスリランカといった暑い国で
暮らしていたので、「なんか寒い国は嫌だね」と、そうかといってイタリアに行く
のも、日本の本土、内地に行くのも寒くて嫌だ、じゃあどうしようかというときに、
妻が「でも沖縄があるじゃない？」と言うので「ああ、そうだね」という話になっ
て沖縄に来たという、とてもいい加減な移住なんです。
　でも、私は移った先で人づくりとかまちづくりに関わりたいとずっと思っていた
んです。なので、住んでいる那覇市がやっている「なは市民協働大学院」に参加し
て、受講生と一緒にいろんなまちづくりについて議論する機会を得ることができま
した。
　それをきっかけにスピンオフとして、富山県と石川県に視察旅行に行ったりしま
した。まず、富山県でやっている「コンパクトシティ」が実際どうなのかというこ
とを見に行きました。
　例えば、富山市内では若い人たちがミニシアターをやっているのですが、そのモ
チーフが実は桜坂劇場だというんですね。桜坂劇場というのは、ミニシアターをやっ
てきた人たちにとってはなにか聖地みたいな感じで、素晴らしい存在として位置づ
けられています。我々も沖縄の那覇から来たという話をすると「ああ、桜坂ですね、
素晴らしいですよね」といった話もしました。その他、市民カフェという、料金は
お茶代を払うことで市民活動の打ち合わせとかができるスペースがありました。
　石川県では、もともと豆腐屋や何か商売をしていたお店が廃屋になってしまっ
て、持ち主が使ってもいいと無料で提供してくれたスペースを市民コミュニティー
カフェとして使っていました。金沢工業大学では、大学の一部のスペースを市民に
開放して、大学生と一緒になって街づくりについて話し合いをするような場として
提供していました。このスペースは金沢工業大学の学生がレイアウトをして家具類
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を作ったり、リフォームとかもしたりして、協働の街づくりの意識が芽生えていっ
ているようでした。
　最終的に、なは市民協働大学院で第５次那覇市総合計画の市民案として策定し、
佐藤先生を副委員長とする那覇市総合計画審議会と城間市長に提出しました。
沖縄からできること：アジア、東南アジアとの近さを生かした平和の拠点
　次に私たち沖縄の市民がどういうふうに平和と紛争に関わるのかということを考
えていきたいとおもいます。米軍基地がたくさんありアメリカ人は見慣れていると
思いますが、最近、コンビニのレジなどでネパール人をよく見かけると思います。
なんでそんなにいるのか考えたことがありますか。単に彼らは、日本語を勉強しに
来ているからじゃないんです。2015年にネパールで大きな地震が起きました。山岳
地帯のネパールはインドに囲まれた内陸国で、産業といったら観光ぐらいしかあり
ません。それが大地震によってほぼ崩壊してしまいました。同時に、その年に憲法
改正をしました。もともと王国だったネパールは、クーデターなどのいろんな政変
が起きて民主化されました。一方で、毛沢東主義者のマオイストといわれているゲ
リラがいっぱいいて、各地でテロ活動を起こして政情不安になっていました。政権
が民主化されて多党制があった時期もありましたが、憲法改正で議員はそれぞれの
民族から出すという事に決まりました。そうすると、少数派であるインド系とかイ
ンドに近い人たちがあおりを食ってしまうと、インド政府が反発して、２ヵ月間国
境を封鎖してしまいます。国境を封鎖することで食べ物や燃料とかが全く途絶えて
大混乱になってしまいました。ただでさえ大地震で唯一の産業である観光が落ち込
んで経済危機になっていたのに、追い打ちをかけるように、インド政府が経済封鎖
をしたので、少ない仕事が無くなり、失業者があふれることになってしまうのです。
結局、国民が各国に出稼ぎに行くしかなく、さらにその一部が沖縄に来たという経
緯です。なので、単に沖縄で日本語を勉強するための人たちではなくて、ヒマラヤ
の奥の山岳地帯の本当に何もない所から、日本語を勉強するという名目で出稼ぎを
しているということなので、今度レジで会ったら優しい目で見てあげてくれればと
思います。
　さらに視点を移しまして、沖縄の地理的位置づけの観点から考えていきたいと思
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います。沖縄は東京・政府の中心部から離れている分、いろいろな問題が押し付け
られたり、われわれ県民、沖縄の声を聞いてくれないということがありますが、逆
に遠いので自由でもあると思ったりします。沖縄は東南アジアに近く、たくさんの
観光客が来る。沖縄は島が点在している島嶼県なので、１つの県ですが多様な文化
や社会がある。沖縄を中心として円を描くと3,500キロくらいでアジア全体が入る。
つまり、アジアの国ともっと仲良くしてもいいのかなというように思ったりします。
東京、中央との距離の遠さと東南アジアの近さというのを今後うまく使える政策、
もしくは経済発展というのを考えてもおもしろいかなと考えます。
　一方で、3,500キロ圏内の先には中国があって、沖縄が蓋をするような戦略的・
軍事的位置にある、だから米軍基地があるということもありますが、それを克服す
るかたちで、なにか新しい沖縄の政策なり、アジアに近いという位置性についても
みんなで考えていければと思います。
　以上です。皆さんの質問や、コメントを是非伺えたらと思います。どうもありが
とうございました。
○佐藤学　沖縄法政研究所所長
　時間まで、田中さんにとにかくたっぷり話していただきました。ありがとうござ
いました。馴染みのないような土地やあるいは自分たちがよく知らない紛争の話、
たくさん出てきたと思いますが、何かご質問がありましたら、どのような事でも結
構ですので、お願いいたします。
●質問者１
　素朴な質問なんですけれども、現地では何を召し上がられていましたか。あと支
援する国というのはどういった基準で決めているのでしょうか。
○田中洋人
　ありがとうございます。食べ物ってけっこう大事ですね。自分１人だったら構い
ませんが、チームで行った場合は日々の仕事の士気に影響するので食べ物がけっこ
う重要です。最初に行ったザンビアは５人の全員男のチームで行ったんですけど、
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私は最年少の二十歳でコックをしていました。５人分を全部作るのは大変だったの
で、私はシェフみたいな感じで、あなたはジャガイモを切ってください。あなたは
ニンジンを剥いてください。あなたはタマネギを切ってくださいと指示して、最終
的に私がカレーにするとかしていろんな料理をしていました。食事はかなり美味し
かったみたいで、いまだに「田中の飯はうまかったな」みたいなことを言ってくれ
て、それは良かったと思います。
　でも、材料の調達はけっこう大変で、日本で売っているようなものは売っていな
いので、キャンプにある市場で売っていたキャベツとかニンジン、タマネギぐらい
で毎日なんとか料理をしていました。肉も売っていなかったのでバイクに乗って難
民キャンプにニワトリを買いに行って、鶏肉ほしいんですけどと言ったら、難民の
おじさんが「あれ、いいよ」と指を差して言ってくれた後、ニワトリを子どもと一
緒に追っかけて捕まえて、自分たちで絞めて食べてました。
　難民にはさきほどスリランカのキャンプにあったように、タマネギとかスパイス
を配ったりという食の多様も大事ですね。食料援助があっても、結局、トウモロコ
シか米とかしか配給しないので、カロリーは十分ですが、動物園の餌ではないので
人間は多様な食が不可欠です。一方、さっきお話ししたコソボ難民にはパンを焼い
て配ってしかもキッチンカーが出て、３食みんなそこで食べていました。ものすご
い経費が掛かっていました。
　次の支援する国を選ぶ基準についての質問ですが、いろいろありますが、私の団
体としては行ったことがある国とか、やりやすいところという点があります。なに
も知らないで初めて行く国というのは、組織を作ったり政府との交渉とかもあって
大変なので、結果的に行ったことがある国というのが多く、それでバングラデシュ
が多くなったのかなと思います。良い質問ありがとうございました。
●質問者２
　今、世界の裕福な国はたくさんありますね。日本とかアメリカとかのたくさん余っ
ている食料をそういう所に分配してやった方がいいと思うんですけど、そこのとこ
ろいかがなもんですかね。
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○田中洋人
　はい。日本政府はおもしろいって言ったら変ですけど制度を悪用しているという
ことがいえると思います。日本はWTOに加盟していて、本来であれば米市場も開
放しないといけませんが、輸入を禁止しています。本来禁止はダメなので、WTO
にはその代わりにミニマム・アクセスといって最低限は入れないといけないという
取り決めがあります。そこで何が起きているかというと、輸入したタイ米、中国米、
アメリカ米を援助物資として海外に送っている、国連の食料援助をしているWFP
にお金をつけて配ってもらっているんです。そういうふうにして日本の米は守られ
ているわけです。一方でアメリカなんかは自分たちの農家を守るためにトウモロコ
シをいっぱい買ってそれを難民に配ったりしている。だから一時的に食料に困って
いる難民キャンプに配るというのは良いんですけど、食料支援が長期になると結局
その国の農業が破壊されてしまうんです。すごい矛盾を感じたんですけども。いか
がでしょうか。
●質問者２
　それだと農業は？
○田中洋人
　破壊されてます。結局、安いというかタダで食料が入ってくるわけですから。先
ほど紹介したフード・フォー・ワーク、働いてもらって賃金の代わりに食料を配る、
それでいっぱい配るんですよ。１人4.5キロという基準があって、10日働いたら45
キロですが、家族がいても45キロってなかなか食べられないですから、結局余った
ら売るんですよ。売ると、その食料は安く市場にまわってしまい値段も下がってし
まうので、農家は米とか小麦を作る意欲が無くなってしまう。10日ごとにある食料
の給料日に、食料の買い取り業者がトラックで来て、買い取って現金を渡してとい
うことが起きていましたね。だから、もちろん食料が安く安定的に入ってくること
はとても大事なんですが、一方であまりに安い食料が入りすぎちゃっているという
ジレンマもありますね。
　本当に良い質問ありがとうございます。講演の中で説明したかったんですけど、
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そこまで言えなかったので、どうもありがとうございました。
●質問者３（野添文彬・沖縄法政研究所所員／沖縄国際大学法学部准教授）
　本学で国際政治を教えていますので、そういう意味でも貴重なお話ありがとうご
ざいました。２つ質問があります。１つは、非常に興味深かったのがワークショッ
プを通して地域で平和構築の勉強会をされるというお話でした。元々、文句ばっか
り言ってた人がよき理解者になったという「赤シャツおじさん」の話もありました
けども、紛争地の市民をどういうふうにワークショップに参加させて地域を作って
いくのか、やる気にさせたり、住民を巻き込んでいくためにどのような工夫をされ
てきたのかということがお伺いしたいです。
　もう１つは沖縄の事なんですけれども、先ほどアジアとの地理的近さという優位
性を指摘されたと思うんですけども、それに加えて沖縄に生活されていて、沖縄に
おける歴史とか知見であるとかそういうのがどういうふうにこれから平和に役に立
てそうかというようなことを伺わせてください。
○田中洋人
　はい、貴重な質問ありがとうございます。まず、どのようにインボルブしていく
かということですが、だいたい地区にはリーダー格の人たちがいて、そういう人た
ちの中に世話焼きのおじさんとかおばちゃんとか学ぶことが好きな人もいるんで
す。そういう人たちを通して「こういうことをやるので集まってくれませんか」と
いうことでまず来てもらって、その人たちを通してまた芋づる方式で更に他の人た
ちを呼んできてもらうという事をしていました。だから、時には「地雷を踏んでし
まう」みたいな、赤シャツおじさんみたいなのも来るんですけども。一方でそういっ
た赤シャツおじさんも、ちゃんと勉強してもらえばすごくプラスになる。そもそも
のポテンシャルがあるから、振り子が左右に振れるように、プラスからマイナスに
行くような感じになるんで、そういった人にも注意しながらやっていました。
　今後の沖縄の知見についてはあくまでも個人的な意見ではありますが、沖縄戦の
経験を制度化するということも重要なのかなと思っています。どういうことかとい
うと、沖縄は、日本で唯一の地上戦で多くの市民が亡くなったという記憶を、戦争
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は悲惨だと語り継いでいくことも大事ではあります。それを生かしながら、戦争を
しないための制度として、紛争とか戦争を選ぶようなことをしない指導者づくり、
選択肢として戦争はしないんだというようなシステムを作っていくことも大事だと
考えます。
　講演の途中でも、紛争が起きるとコミュニティが破壊されて生活基盤がなくなっ
てしまって、そういったことで過激思想に走ったりとか、反政府に注目したりだと
か、難民生活での不満が過激思想を誘因するといったことをお話ししました。
　かつて日本がABCD包囲網でいろんな国に圧力をかけられて、最終的にはアメリ
カにハル・ノートで追いやられてしまった部分もありますが、我々はプレッシャー
がかかると、つい「えい、やっちゃえ」とやってしまいがちですが、そこで踏みと
どまり戦争じゃない方法をもっと考えるべきであって、我々自身がそういう選択を
しない指導者を選ぶという事を制度化することも大事なのかなというふうに思って
います。　
　といいながら、最近アメリカや中国を見ていて思うことは「国民国家の限界」です。
両国とも主権、国民、領土が絶対視されている国家ですが、しかし、あれだけ大き
な国、影響がある国の指導者が自国民だけで選ばれる。中国は中国共産党の中の政
治で選ばれるだけなので、アカウンタビリティもなければ厳密には自国民にも選ば
れてない（自国民が選んでいるわけでもない）ですけど、そういったすごく影響力
を持っている国が、世界の人たちから選ばれないというのがおかしいんじゃないか
なと思っています。もうすでにITをはじめ様々な科学技術の進歩で人、物、金の
流れが自由なのに、国家だけが国民国家の古い枠の中に納まり続けているっていう
のは、今後考えていかなければならない、ゆくゆくは世界連邦的なものがないと、
もう立ち行かなくなってくるのではないかという気もしています。
　一方で、そういった将来が見通せないから先祖返りじゃないですけど、また分断
になって少数民族の一部の人にしわ寄せがあったり、EUが崩壊しかけているとい
う部分もあったりします。だからもっと未来を考えていく、新しい仕組みを考えて
いく、オープンな考えをもって行くのも大事なのかなと、ここ沖縄で考えていけた
ら良いのかなと思っています。どうもありがとうございました。
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○佐藤学　沖縄法政研究所所長
　田中さんどうもありがとうございました。紛争や自然災害地域での田中さんの活
動から、関心が災害地支援から平和構築をどう受け止めるか、いわば人づくり、街
づくりというところに繋がるというお話が、私の中では非常にすっきりと入ってき
たというふうに思いました。本当にありがとうございました。では、最後、閉会の
挨拶を副所長の伊達先生、よろしくお願いします。
【閉会】
○伊達竜太郎　沖縄法政研究所副所長
　ただいま紹介いただきました沖縄法政研究所副所長の伊達でございます。本日は、
世界中を飛び回っている田中さんから、まずは冷戦時代の話、テロのお話、また災
害などの貴重なお話を聞くことができました。もっと聞いていただきたいことはた
くさんあるかと思いますが、時間がまいりました。まず、田中さんに、今一度大き
な拍手で御礼を述べたいと思います。ありがとうございました。また、お忙しい中
お越しいただきました、お集まりの皆さま方にも厚く御礼を申し上げたいと思います。
　現在まさに田中さんが話しましたように、さまざまな地域で紛争が生じたことに
よって生じている難民問題は、多くの地域で起こっている問題であります。本日の
田中さんの経験上のお話は、まさに直に聞かないとわからないような生々しいお話
もたくさんありました。例えば、お水に関して、私たちは生活していくうえで普通
に使ったり飲んだりしていますが、それもなかなか無い地域というのもあるという
話を聞きました。紛争もいまだにどこかの地域で内戦も含めて行われていたりもし
ています。また、災害について、日本は地震が多いですので、それも身近なお話と
して考えていけると思います。今回、難民問題を含めまして、沖縄でも私たちがで
きることを考えるきっかけになりましたら幸いです。また、私たちも、途中で話に
出てきたコンゴの赤シャツのおじさんのように、まさに文句を言うおじさんから、
前向きになるおじさんのように変わっていければ良いのかなと考えました。本日は
誠にありがとうございました。今後とも、沖縄法政研究所の活動にご協力を賜りま
すと幸いに存じます。それでは本日の講演会を閉会とさせていただきたいと思います。
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